
介山

上
や
む
を
得
な
い
で
あ
ろ
う
。
一
般
向
き
の
書
と

し
て
は
、
決
し
て
学
問
的
水
準
を
損
っ
て
い
な
い

よ
う
に
思
わ
れ
る
し
、
し
か
も
、
こ
の
点
に
関
し

て
も
こ
の
度
の
改
訂
は
注
意
を
払
っ
て
い
る
よ
う

に
思
わ
れ
る
。
む
し
ろ
、
本
書
に
は
か
の
「
民
衆

史
観
」
や
「
雰
神
話
化
」
と
い
っ
た
問
題
の
欠
け

て
い
る
こ
と
が
、
よ
り
重
要
な
根
違
点
を
な
し
て

い
る
と
言
い
得
る
か
も
し
れ
な
い
。
但
し
、
そ
の

善
し
悪
し
に
つ
い
て
は
評
価
の
分
か
れ
る
所
で
あ

ろ
う
。

　
い
ず
れ
に
せ
よ
、
岩
波
新
書
『
十
字
軍
』
と
本

書
と
は
、
共
に
栢
倹
っ
て
著
者
の
十
字
軍
像
を
完

成
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
し
、
両
者
を
併
読
す
る
こ

と
が
最
も
望
ま
し
い
で
あ
ろ
う
。
本
書
が
薪
書
版

と
い
う
形
で
再
び
世
に
出
さ
れ
た
こ
と
を
喜
び
た

い
。

　
　
　
　
（
新
書
判
　
二
五
七
頁
　
一
九
八
○
年
六
月

半
　
　
　
研
教
育
N
粁
一
　
六
∩
X
U
円
）

　
　
　
　
　
　
（
八
塚
乳
児
　
京
都
教
育
大
学
講
師
）

小
玉
新
次
郎
著

。
ハ
ル
ミ
ー
ブ
ー
一
隊
商
都
…
市
一

　
長
年
パ
ル
ミ
ラ
の
研
究
を
手
懸
け
て
こ
ら
れ
た

小
玉
氏
が
、
そ
の
成
果
を
世
に
問
う
た
の
が
本
書

で
あ
る
。
バ
ル
ミ
ラ
は
、
シ
リ
ア
砂
漠
の
ほ
ぼ
中

央
に
位
置
す
る
オ
ア
シ
ス
都
市
で
、
紀
元
前
一
世

紀
末
よ
り
急
速
に
発
展
し
、
三
世
紀
後
半
、
女
王

ゼ
ノ
ビ
ア
の
と
き
最
盛
期
を
迎
え
た
。
こ
の
王
国

は
、
地
中
海
と
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
と
を
結
ぶ
最
短
ル

ー
ト
の
中
継
地
点
と
し
て
、
ま
た
ロ
ー
マ
帝
国
と

ア
ル
サ
ケ
ス
朝
ペ
ル
シ
ア
と
い
う
二
大
強
国
に
挾

ま
れ
た
、
悲
劇
の
小
王
国
と
し
て
史
上
知
ら
れ
て

い
る
。

　
本
書
は
四
章
か
ら
成
っ
て
い
る
。

　
第
一
章
隊
商
都
市
。
こ
こ
で
は
、
パ
ル
ミ
ラ
の

置
か
れ
た
地
理
的
・
歴
史
的
状
況
を
説
明
し
、
そ

こ
が
隊
商
交
易
を
基
盤
と
し
て
繁
栄
す
る
条
件
を

備
え
て
い
た
こ
と
を
述
べ
た
の
ち
、
現
在
ま
で
に

発
掘
さ
れ
て
い
る
パ
ル
ミ
ラ
の
遺
跡
の
概
要
を
解

説
す
る
。

　
第
二
章
パ
ル
ミ
ラ
人
の
商
業
活
動
。
ま
ず
、
パ

ル
ミ
ラ
よ
り
出
土
し
た
「
関
税
法
碑
文
」
の
分
析

を
通
し
て
、
当
時
行
な
わ
れ
て
い
た
商
業
活
動
の

具
体
像
を
現
出
さ
せ
る
。
パ
ル
ミ
ラ
語
と
ギ
リ
シ

ア
語
で
記
さ
れ
た
碑
文
は
、
土
着
産
業
の
発
展
と

商
人
勢
力
の
拾
頭
に
よ
っ
て
隊
商
都
市
と
し
て
の

地
位
を
確
立
し
て
い
っ
た
、
パ
ル
ミ
ラ
の
姿
を
生

生
と
物
語
っ
て
い
る
。
同
じ
頃
、
ユ
ー
ラ
シ
ア
大

陸
を
東
西
に
貫
ぬ
く
所
謂
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
東
部

に
位
置
し
て
い
た
、
ロ
ー
ラ
ン
王
国
の
故
地
よ
り

発
掘
さ
れ
た
カ
ロ
シ
ュ
テ
ィ
ー
文
書
に
、
商
業
活

動
を
示
す
記
事
が
見
当
ら
な
い
こ
と
と
比
較
し
て

も
、
関
税
法
碑
文
の
内
容
は
極
め
て
興
味
深
い
も

の
で
あ
る
。
つ
い
で
、
パ
ル
ミ
ラ
や
そ
の
他
の
地

か
ら
発
見
さ
れ
た
碑
文
お
よ
び
文
献
史
料
よ
り
、

パ
ル
ミ
ラ
人
の
西
ア
ジ
ア
各
地
へ
の
進
出
を
跡
付

け
る
。
さ
ら
に
、
シ
リ
ア
の
他
の
オ
ア
シ
ス
都
市

の
う
ち
か
ら
ペ
ト
ラ
と
ド
ゥ
ラ
騒
ユ
ロ
ー
ボ
ス
を

取
り
上
げ
て
歴
史
を
概
説
し
、
交
易
路
の
移
動
に

よ
っ
て
、
そ
れ
ら
か
ら
パ
ル
ミ
ラ
へ
と
交
易
の
中

心
が
移
動
し
た
過
程
を
説
明
す
る
。

　
第
三
章
パ
ル
ミ
ラ
人
の
宗
教
と
美
術
。
第
1
節

ベ
ー
ル
神
崇
拝
と
第
2
節
塔
墓
と
地
下
墓
室
と
で

宗
教
世
界
よ
り
見
た
パ
ル
ミ
ラ
の
歴
史
を
再
現
し
、

第
3
節
中
国
製
絹
織
物
の
出
土
と
第
4
節
パ
ル
ミ

ラ
美
術
で
は
、
パ
ル
ミ
ラ
の
文
化
は
東
西
諸
文
化

を
摂
取
吸
収
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
独

自
の
文
化
で
あ
っ
た
と
述
べ
る
。
こ
こ
で
注
目
さ

れ
る
の
は
、
中
国
か
ら
輸
入
さ
れ
た
漢
の
経
錦
が
、

西
方
で
、
羊
毛
を
織
る
の
に
適
し
た
独
自
の
技
法

に
よ
っ
て
改
良
さ
れ
、
や
が
て
、
大
き
な
模
様
を

織
り
出
し
た
緯
錦
と
し
て
、
唐
代
の
中
国
に
逆
輸

入
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
第
四
章
パ
ル
ミ
ラ
の
歴
博
。
パ
ル
ミ
ラ
が
繁
栄

165 （loe7）



し
た
紀
元
一
世
紀
か
ら
三
世
紀
の
政
治
史
を
解
説

し
、
三
世
紀
後
半
に
登
場
し
て
パ
ル
ミ
ラ
を
栄
光

と
破
滅
へ
と
導
い
た
、
女
王
ゼ
ノ
ビ
ア
の
生
涯
を

以
っ
て
結
ん
で
い
る
。

　
著
者
は
本
書
で
、
東
西
文
明
の
溶
鉱
炉
と
し
て

の
パ
ル
ミ
ラ
で
は
な
く
、
そ
の
影
響
を
受
け
つ
つ

も
、
奔
流
に
流
さ
れ
る
こ
と
な
く
独
自
の
世
界
を

形
成
し
て
い
っ
た
、
パ
ル
ミ
ラ
人
の
姿
を
描
く
こ

と
に
成
功
し
て
い
る
。
パ
ル
ミ
ラ
の
歴
史
を
多
方

面
か
ら
研
究
し
、
そ
の
立
体
像
を
鮮
明
に
浮
か
び

上
が
ら
せ
た
わ
が
国
最
初
の
著
書
と
し
て
、
本
書

は
高
く
評
価
さ
れ
よ
う
。

　
　
　
（
四
六
判
、
二
八
三
頁
、
「
九
八
○
年
四
月
十
日
、

　
　
近
藤
繊
版
社
、
世
界
史
双
書
2
4
、
二
二
〇
〇
円
）

　
　
　
　
　
　
　
　
（
堀
川
　
徹
・
京
都
大
学
助
手
）

富
山
県
教
育
委
員
会
編

『
高
樹
文
庫
資
料
目
録

　
1
…
昭
和
五
二
、
五
三
年
度

　
　
　
歴
史
資
料
緊
急
調
査
報
告
書
1
』

　
『
高
樹
文
庫
』
と
い
う
の
は
、
財
団
法
人
高
樹

会
の
有
と
な
っ
て
い
る
平
中
・
資
料
を
い
い
、
石

黒
信
由
（
一
七
六
〇
1
一
八
三
六
）
以
後
、
歴
代

石
黒
家
に
伝
え
ら
れ
て
き
た
旧
蔵
書
・
資
料
類
を

内
容
と
す
る
。
　
「
高
樹
」
の
名
称
は
信
由
の
書
斎

号
「
高
樹
堂
」
に
由
来
す
る
。

　
石
黒
信
由
は
、
宝
暦
一
〇
年
射
水
郡
高
木
村

（
現
新
湊
市
高
木
）
の
豪
農
の
家
に
生
ま
れ
、
二

三
歳
で
家
督
を
継
い
だ
あ
と
、
天
明
四
年
高
木
村

肝
煎
と
な
っ
て
以
来
、
新
田
開
発
・
用
水
建
設
・

検
地
測
量
・
地
図
作
成
な
ど
に
す
ぐ
れ
た
力
量
を

発
揮
し
た
農
村
の
り
ー
ダ
！
で
あ
る
。

　
彼
は
、
算
学
を
関
孝
和
の
流
れ
を
汲
む
中
田
高

寛
に
、
ま
た
天
文
・
暦
鋒
を
麻
田
剛
立
門
下
の
西

村
多
神
に
、
ま
た
測
量
術
を
宮
井
安
泰
に
学
ぶ
な

ど
す
ぐ
れ
た
素
潜
者
に
つ
い
て
科
学
の
教
養
を
培

っ
た
。
こ
と
に
算
学
に
卓
抜
な
成
果
を
あ
げ
、

こ
の
時
期
空
前
の
業
績
と
い
わ
れ
る
代
表
的
著
作

「
算
学
鉤
致
」
を
は
じ
め
数
多
く
の
著
作
が
あ
る
。

ま
た
検
地
・
用
水
・
薪
田
・
郡
村
・
市
街
に
か
か

わ
る
地
図
や
海
図
も
数
多
く
残
さ
れ
て
い
る
。
さ

ら
に
冊
子
類
の
な
か
に
も
、
文
化
年
間
の
測
量
野

帳
な
ど
が
お
び
た
だ
し
く
存
在
す
る
。
こ
れ
ら
が

基
礎
と
な
り
よ
り
広
域
に
わ
た
る
「
加
能
越
三
州

図
」
「
三
州
測
量
図
籍
」
「
加
能
越
三
州
大
路
水
雷
」

な
ど
の
地
図
・
図
籍
類
も
ま
た
彼
の
す
ぐ
れ
た
成

果
を
伝
え
る
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
記
し
た
も
の

は
ご
く
わ
ず
か
な
一
端
で
、
そ
の
著
作
は
す
こ
ぶ

る
多
く
、
彼
の
多
才
ぶ
り
を
あ
ら
わ
す
。

　
こ
の
よ
う
な
学
才
は
、
信
由
以
後
の
子
孫
に
も

す
ぐ
れ
た
人
物
が
出
て
継
承
さ
れ
、
父
祖
の
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
を
も
保
存
し
て
き
た
。

　
そ
の
全
貌
は

　
一
、
和
算
資
料
（
約
一
、
○
○
○
部
）

　
二
、
古
文
書
（
約
一
、
五
〇
〇
部
）

　
三
、
古
地
図
（
約
一
、
二
五
〇
部
）

　
四
、
圏
　
　
書
　
　
　
（
約
二
五
〇
部
）

　
五
、
漢
籍
・
準
演
籍
（
約
二
〇
〇
部
）

に
器
具
二
〇
点
が
ふ
く
ま
れ
る
。
こ
れ
ら
の
内
容

に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
に
も
田
中
鉄
吉
・
早
苗
藤

作
氏
に
よ
っ
て
和
算
資
料
が
、
ま
た
中
島
正
文
氏

に
よ
っ
て
古
地
図
が
、
調
査
あ
る
い
は
分
類
・
整

理
さ
れ
、
部
分
的
に
目
録
が
つ
く
ら
れ
た
こ
と
が

あ
っ
た
。

　
こ
れ
ら
資
料
の
全
体
は
、
昭
和
三
四
年
富
山
県

指
定
文
化
財
と
さ
れ
、
さ
ら
に
富
山
県
文
化
財
保

護
条
令
に
も
と
づ
い
て
、
　
一
括
し
て
窟
山
県
指
定

有
形
文
化
財
（
書
籍
）
に
指
定
さ
れ
な
が
ら
、
そ

の
彪
大
な
量
と
内
容
の
難
し
さ
の
た
め
に
、
な
お

完
全
な
臼
録
の
な
い
ま
ま
に
推
移
し
、
以
来
一
刻

も
早
く
総
括
的
な
資
科
目
録
の
出
現
が
望
ま
れ
て

い
た
。
こ
の
た
び
富
山
大
学
人
文
学
部
の
楠
瀬
勝

氏
を
主
編
と
し
、
木
下
良
・
永
田
英
正
・
藤
森
勉

・
藤
本
幸
夫
氏
等
の
富
山
大
学
関
係
者
、
高
瀬
保

・
竹
内
伸
一
・
保
科
斉
彦
・
蟹
田
二
郎
氏
等
富
山
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